
 
【問１】 あなたは、高齢者の介護を経験（業務での経験を含む）したことがありますか。もしくは、家族や親

戚の中に、高齢者の介護を経験（業務での経験を含む）した方がいますか。（１つだけ選択） 

 

 

【問２】 介護サービスの水準を確保しようとすると介護保険料負担が増加することが見込まれます。一

方、介護保険料負担を維持しようとすると介護サービスの水準低下が予想されます。介護サービ

スの水準（質・量）と介護保険料の負担について、以下の中であなたの考え方に一番近いものは

どれですか。（１つだけ選択） 
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３ ない

２ 自分自身には介護の経験はないが、家族親族等

に介護の経験（業務での経験も含む。）がある

１ ある

人数

23.8％

46.6％

29.7％

令和２年度 第３回県政参画電子アンケート 

「介護保険制度と介護保険料負担等に関する意識調査」に関するアンケート結果 

 

１ 調査概要 

〇テーマ    「介護保険制度と介護保険料負担等に関する意識調査」に関するアンケート 

〇実施期間  令和３年７月２２日～８月３日 

〇対象     県政参画電子アンケート会員  ５９０名 

〇回答数    ４２１名(回答率 ７１．０％) 

 

２ 目的・概要 

介護保険制度は、急激な高齢化の進展を見据え、主に家庭で担っていた介護を社会全体で

支えるため、平成１２年に創設されました。平成３０年度～令和２年度は、介護サービスの提供

に要する費用の２７％を４０～６４歳の方が、２３％を６５歳以上の方が負担しています。（残り５

０％は国税等の公費負担） 団塊世代の方々が７５歳となる２０２５年、９０歳となる２０４０年に向

けて県民の皆さんの介護保険料負担もさらに増加する見通しです。以上の状況を踏まえ、県民

のみなさんの意識を把握するためにアンケートを行いました。 



 
 

【問３】 今後、高齢者に特に必要となるサービスは何だと思いますか。（複数回答可） 

 

 

【問４】 あなたが高齢者になり、介護が必要になった時、どのような暮らしを望みますか。以下のそれぞれ

想定する場面になった時、あなたの希望する暮らしに一番近いものを教えてください。（１つだけ

選択） 

（１）あなたがご家族と同居していて、介護が必要になったと想定した場合、どのような暮らしを望みます 

か。 
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５ 分からない

４ 介護保険料は今でも高すぎるので、もっと安い方が良い。この場

合、介護を必要とする高齢者は増加していくことから、介護サービス

の水準はかなり低下するが、やむを得ない

３ 介護保険料負担は現在と同程度がよい。この場合、介護を必要と

する高齢者は増加していくことから介護サービスの水準は低下する

が、やむを得ない

２ 介護保険料負担がある程度増加（約 1.5 倍程度）してもよいの

で、現状程度の介護サービスの水準を確保すべき

１ 介護保険料負担が大幅に増加（約 2 倍）してもよいので、介護

サービスの水準を高めていくべき

人数

6.7％

46.8％

23.0％

5.9％

17.6％
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７ その他

６ 特になし

５ ボランティア（ゴミ出しや見守りなどの助け合い）

４ 高齢者の交流（高齢者や家族、住民などの交流の場のサ

ロン・カフェ）

３ 施設サービス（介護施設に入所しサービスを受ける）

２ 通所サービス（日中等、施設に出向きサービスを受け

る）

１ 訪問サービス（自宅でサービスを受ける）

人数



 
 

（２）あなたが一人暮らしをしていて、介護が必要になったと想定した場合、どのような暮らしを望みます 

か。 

 

 

（３）あなたが高齢者になり、介護が必要になった時と想定した場合、人生最期を迎えたいと考える 場所 

をお答えください。 
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５ 本当は施設で暮らしたいが、家族の費用負担も考慮

し、自宅で暮らす

４ 介護施設のほうが安心して暮らせるので、介護施設で

暮らす

３ 本当は家族で暮らしたいが、家族の介護負担も考慮

し、介護施設で暮らす

２ 介護サービスを利用し、自宅で暮らす

１ 主に家族の介護を受けて、自宅で暮らす

人数

5.2％

39.2％

38.2％

13.8％

3.6％
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３ 一人暮らしは不安なので介護施設で暮らす

２ 介護サービスを利用して自宅で暮らす

１ 地域やボランティアの支援（介護）を受け自宅で暮らす

人数

6.9％

46.3％

46.8％
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５ その他

４ 分からない

３ 介護施設

２ 自宅（家族・兄弟などの家も含む）

１ 病院・診療所等の医療機関

人数

20.4％

37.3％

46.8％

27.6％

3.1％



【問５】 介護等ボランティアへの参加について、あなたは、高齢者宅のゴミ出しや見守りなどのボランティ

アに参加したいと思いますか。（１つだけ選択） 

 

 

【問６】 介護の仕事について、あなたのイメージをお聞かせください。（それぞれあてはまるものを１つだけ

選択） 

（１） 社会的な意義（人や社会の役に立つ、社会で評価される、など） 

 

 

（２） やりがい 
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３ あまり参加したくない

２ 少しなら参加してみたい

１ 積極的に参加してみたい

人数

10.0％

61.0％

29.0％
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４ ない

３ あまりない

２ ややある

１ ある

人数

74.6％

19.5％

4.5％

1.4％
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４ ない

３ あまりない

２ ややある

１ ある

人数

42.5％

45.8％

9.7％

1.9％



（３） 仕事の内容 

 
 

（４） 給与・収入 

 

 

【問７】 このほか、介護の仕事について感じることがあれば以下にご記入ください。（２０００文字以内） 

○必要な仕事と認識してはいるが、実際に自分がその仕事をするとなると若干の抵抗があるように思う。 

○実際に介護士として働いているが、身体的な負担に加えて精神的な負担も大きい仕事です。それに見

合った報酬があれば報われます。 

○仕事の内容と比較し社会的に正しく評価されていない節が散見される。社会的地位（給与面を含め）の

向上を図ることが必要。 

 

など 
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４ 楽しそう

３ どちらかといえば楽しそう

２ ややきつい

１ きつい

人数

82.2％

17.1％

0.5％

0.2％
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４ 適正な収入が得られない（少ない）

３ どちらかと言えば適正な給与が得られない（やや少

ない）

２ どちらかと言えば適正な給与が得られている

１ 適正な給与が得られている

人数

3.8％

9.7％

55.1％

31.4％


